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シントーフロンティアＨＧシリーズ
一
郎
氏
が
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
環
境
か

ら
紐
解
き
塗
装
・
塗
料
対
策

を
考
え
る
」
に
つ
い
て
講
演
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な

ど
を
産
業
分
野
に
お
け
る
取

　
旭
サ
ナ
ッ
ク
は
、
11
月
15

日
、
第
１
３
６
回
ユ
ー
ザ
ー

技
術
教
室
（
Ｕ
Ｔ
Ｓ
）
を
東

京
都
千
代
田
区
外
神
田
の
秋

葉
原
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
で
開
催
し
た
。
本
技
術
教

室
は
、
す
で
に
９
日
に
中
部

地
区
と
し
て
同
社
で
、
27
日

に
は
西
部
地
区
と
し
て
新
大

阪
江
坂
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
、
同
社

の
服
部
修
一
社
長
＝
写
真
＝

が
「
４
年
ぶ
り
に
対
面
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私

自
身
感
慨
深
い
も
の
が
あ

る
。
先
週
中
部
地
区
で
先
行

し
て
開
催
し
、
今
回
の
東
京

が
２
回
目
で
、
再
来
週
の
大

阪
開
催
で
完
結
す

る
。
昨
年
と
一
昨

年
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
で
あ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
も
５
類
に
移

行
で
行
動
制
限
が

少
な
く
な
り
、
対

面
を
要
望
す
る
声
が
多
く
今

回
の
実
施
に
至
っ
た
。

　
業
績
の
２
０
２
１
年
度
は

減
収
・
減
益
と
な
っ
た
が
、

２
０
２
２
年
、
23
年
は
増

収
・
増
益
を
達
成
し
、
直
近

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
講
演
で
は
、
初
め
に
関
西

ペ
イ
ン
ト
工
業
塗
料
事
業
本

部
市
場
開
発
部
長
の
石
井
浩

で
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
、

少
し
上
振
れ
し
て
い
る
。

　
ま
た
昨
年
、
会
社
が
で
き

て
80
周
年
、
塗
装
機
が
で
き

て
65
周
年
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
て

粉
体
塗
装
に
特
化
し
た
技
術

セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｔ
Ｃ
）
を
設

立
し
、
ち
ょ
う
ど
１
年
が
経

っ
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
お

客
様
に
ご
視
察
並
び
に
実
際

に
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
。
非
常
に
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
、
嬉
し
く
思
っ
て

い
る
。

　
今
回
の
Ｕ
Ｔ
Ｓ
は
１
３
６

回
目
で
、
１
９
７
８
年
に
第

１
回
を
開
催
し
、
お
陰
様
で

今
年
45
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
本
日
の
講
演
は

Ｅ
Ｓ
Ｇ
環
境
や
粉
体
事
業
に

関
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
私
も
１
日
、
し
っ
か
り

と
勉
強
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
皆
さ
ん
も
ご
清
聴

　
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会
は
11

月
１
日
、
木
材
保
護
塗
料

「
ラ
ン
バ
ー
ジ
ュ
シ
リ
ー
ズ
」

か
ら
有
害
な
成
分
を
含
ま
な

い
天
然
素
材
を
使
用
し
た

「
ラ
ン
バ
ー
ジ
ュ 

ア
マ
ニ
カ

ラ
ー
」
を
発
売
し
た
。

　
木
材
保
護
塗
料
の
主
成
分

は
溶
剤
系
や
水
系
、
自
然
系

な
ど
が
一
般
的
で
、
な
か
で

も
木
の
風
合
い
を
残
す
溶
剤

系
が
主
流
だ
が
、
気
密
性
の

高
い
室
内
の
施
工
に
お
い
て

は
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

な
ど
の
身
体
的
影
響
を
引
き

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
安
全
性

の
高
い
商
品
選
定
が
求
め
ら

れ
る
。

　
こ
の
度
、
新
た
に
加
わ
っ

た
「
ラ
ン
バ
ー
ジ
ュ 

ア
マ
ニ

カ
ラ
ー
」
は
、
植
物
由
来
の

自
然
系
塗
料
で
、
亜
麻
仁
油

と
無
機
顔
料
の
ベ
ン
ガ
ラ
を

使
用
し
、
人
体
に
有
害
と
さ

れ
る
有
機
溶
剤
や
重
金
属

（
水
銀
、
鉛
等
）
を
含
ん
で

い
な
い
。
食
品
衛
生
法
に
適

合
し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も

や
ペ
ッ
ト
な
ど
へ
の
配
慮
だ

け
で
な
く
、
施
工
者
に
対
し

て
も
安
心
し
て
使
用
で
き

る
。

　
さ
ら
に
、
ベ
ン
ガ
ラ
は
紫

外
線
や
温
度
に
よ
っ
て
変
化

が
起
こ
り
に
く
く
、
耐
候
性

に
優
れ
退
色
し
に
く
い
と
い

う
特
長
が
あ
る
。
施
工
面
に

お
い
て
は
下
塗
り
が
不
要
な

た
め
、
従
来
品
と
比
較
し
施

工
完
了
ま
で
に
12
時
間
程
度

の
短
縮
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
カ
ラ
ー
は
全
15

色
を
用
意
。
空
間
づ
く
り
に

合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き

　
横
浜
市
、
東
京
ガ
ス
、
東

京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
Ｔ
Ｇ

Ｅ
Ｓ
）
は
、
横
浜
市
立
小
中

学
校
６
校
の
屋
上
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
設
備
で
発
電

し
た
電
力
の
う
ち
、
校
内
で

消
費
し
き
れ
な
い
余
剰
電
力

を
、「
自
己
託
送
」
を
活
用

し
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
へ

供
給
す
る
取
組
み
を
開
始
し

た
。

　
本
取
組
み
は
、
横
浜
市
が

東
京
ガ
ス
を
事
業
者
と
し
て

選
定
し
た
「
市
有
施
設
へ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導

入
事
業
」
に
お
い
て
実
施
し

た
も
の
で
、
公
共
施
設
に
設

置
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
に

よ
る
余
剰
電
力
を
、
自
己
託

送
を
活
用
し
て
地
産
地
消
す

る
取
組
み
は
全
国
初
と
な

る
。

　
本
取
組
み
に
よ
り
、
小
中

学
校
６
校
か
ら
年
間
約
17
万

ｋ
Ｗ
ｈ
を
横
浜
市
中
央
図
書

館
へ
供
給
す
る
見
込
み
。
今

後
、
自
己
託
送
元
の
学
校
を

順
次
追
加
し
、
最
終
的
に
は

25
校
か
ら
年
間
約
45
万
２
千

ｋ
Ｗ
ｈ
の
供
給
を
予
定
し
て

い
る
。
こ
れ
は
横
浜
市
中
央

図
書
館
の
年
間
電
力
使
用
量

の
約
23
％
に
相
当
し
て
い
る
。

　
自
己
託
送
と
は
、
電
力
会

社
の
送
配
電
網
を
使
用
し

て
、
自
ら
が
発
電
し
た
電
気

を
別
の
場
所
に
立
地
す
る
自

施
設
に
送
電
す
る
制
度
の
こ

と
で
、
週
末
や
夏
休
み
等
の

小
中
学
校
の
電
力
需
要
が
少

な
い
と
き
に
発
生
す
る
太
陽

光
発
電
の
余
剰
電
力
を
、
常

に
一
定
規
模
の
電
力
需
要
が

あ
る
横
浜
市
中
央
図
書
館
へ

供
給
す
る
。
自
己
託
送
に
よ

り
、
対
象
と
な
る
小
中
学
校

で
発
電
し
た
再
エ
ネ
電
力
を

余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
年
間
約
２

０
７
ｔ
、
Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
効

果
が
見
込
め
る
。 

　
自
己
託
送
の
運
用
に
は
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
発
電
量

と
各
施
設
の
電
力
需
要
の
予

測
、
託
送
計
画
値
の
作
成
及

び
提
出
等
の
高
度
な
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
な
る
。
　

　
本
取
組
み
で
は
、
Ｔ
Ｇ
Ｅ

Ｓ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス

設
備
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
「
ヘ
リ
オ
ネ
ッ
ト
ア
ド

バ
ン
ス
」
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
自
己
託
送
に
お
け
る
一

連
の
運
用
の
全
自
動
化
を
実

現
し
て
い
る
。

　
Ｋ
Ａ
Ｚ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
社
長
・
鈴
木
和
男
氏
（
日

本
経
営
士
会
会
長
）
に
よ
る

著
書
『
環
境
社
会
教
科
書 

ｅ

ｃ
ｏ
検
定 

テ
キ
ス
ト
＆
問
題

集
（
改
訂
９
版
公
式
テ
キ
ス

ト
対
応
版
）』（
Ａ
５
判
、
２

８
８
頁
、
定
価
２
１
７
８
円

（
税
込
））
＝
写
真
＝
が
10
月

組
み
例
を
交
え
て
解
説
し
た
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
の
は
、

関
西
ペ
イ
ン
ト
工
業
塗
料
事

業
本
部
粉
体
塗
料
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
部
長
の
芦
田
勝
利

氏
で
、「
関
西
ペ
イ
ン
ト
グ
ル

ー
プ
の
粉
体
事
業
の
ご
紹

介
」
を
講
演
。
粉
体
市
場
動

向
や
同
社
グ
ル
ー
プ
の
粉
体

事
業
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

　
技
術
レ
ポ
ー
ト
で
は
旭
サ

ナ
ッ
ク
塗
装
技
術
本
部
開
発

部
塗
装
技
術
セ
ン
タ
ー
ソ
フ

ト
開
発
課
の
富
山
誠
樹
氏
が

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
粉

体
塗
装
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

を
発
表
。
同
社
の
着
眼
点
等

を
示
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対

応
と
し
て
、
環
境
対
策
だ
け

で
な
く
、
経
営
面
で
の
対
策

（
Ｑ
Ｃ
Ｄ
改
善
）
を
併
せ
て

実
施
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

説
明
し
た
。

18
日
、
翔
泳
社

か
ら
発
刊
さ
れ

た
。

　
著
者
の
鈴
木

氏
に
と
っ
て
、

翔
泳
社
発
刊
の

ｅ
ｃ
ｏ
検
定
受

験
対
策
本
は
３
冊
目
、
10
年

ぶ
り
の
執
筆
で
あ
る
。「
気

候
変
動
」
か
ら
「
気
候
危
機
」、

そ
し
て
「
地
球
温
暖
化
」
か
ら

「
地
球
沸
騰
化
」
の
時
代
と

言
わ
れ
て
い
る
今
日
、
個
々

人
、
企
業
な
ど
組
織
、
地
域

社
会
、
地
球
と
す
べ
て
が

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
）」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

書
は
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
を
受
験
す

る
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

環
境
や
社
会
課
題
・
情
報
を

把
握
す
る
う
え
で
必
須
の
内

容
が
簡
潔
に
記
述
さ
れ
て
お

り
、
関
心
の
あ
る
人
、
対
応

中
の
人
に
も
最
適
な
教
科
書

と
な
っ
て
い
る
。

　
内
容
は
次
の
通
り
。

　
▽
第
１
章 

持
続
可
能
な

社
会
に
向
け
て
▽
第
２
章 

地

球
を
知
る
▽
第
３
章  

環
境

問
題
を
知
る
▽
第
４
章  

持

続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
ア

プ
ロ
ー
チ
▽
第
５
章 

各
主
体

の
役
割
・
活
動
▽
総
ま
と
め
問

題
（
１
） 

力
試
し
！
確
認
問
題

▽
総
ま
と
め
問
題
（
２
） 

模
擬

問
題
▽
覚
え
て
お
き
た
い
重

要
キ
ー
ワ
ー
ド
集

る
。

　
℡
03
・
３
５
０
７
・
７
３

９
０
（
イ
ン
サ
ル
事
業
部
）

　 　大阪昭和会
（田 伏 昭 一 会
長）は、「第90回
塗装奉仕活動」
を11月25日午前
８時より大阪市
旭区太子橋の
豊里学園で実
施し、21人が参

加した。
　同学園は社会福祉法人大阪福祉事業財団によ
るもので、子供たちが生活する児童福祉施設であ
る。「すべての子どもたちが、人として幸せに暮ら
していけるよう、命をまもり、生きる力を育む」を

理念としている。
　塗装したのは１階から３階の階段２００㎡（２回塗
り）、３階の海エリア40㎡だった。
　使用した塗材はロックペイントの「カチオン
シーラーマルチ　ユニロックＶＯ―２」と「ビニ
ロックガードインテリア」（抗ウイルス・抗菌塗
料）だった。
　足場を十全が、塗装用品を高山塗料が提供し
た。
　同会は、今回節目の90回を迎えた。活動目的は、
会員の資質の向上と業界の発展に寄与するととも
に、併せて会員の親睦と健康増進を図ることとし
ている。塗装奉仕活動は、大阪市の福祉施設や学
校施設を主に行っている。

　塗料新珠会
（平 如 将 幹 事
長）は、「第46回
善 意 の 塗 装」
を11月19日 午
前９時から大阪
府茨木市安威
の児童養護施
設レバノンホ

ームで実施し、24人が参加した。
　レバノンホームは、キリストの愛に基づき、一
人一人の子供の最善の利益と権利を守ることを理
念としており、家族再統合・家庭的養護・子供の
自立と自律を目指して支援と援助を行っている。
　同ホームで育つ子供は、なつめやしのように力
強く生き、繁栄・長寿を願い、レバノン杉のよう
に、心の真っすぐな、社会に役立つ立派な人間に
育ってほしいという強い願いから「レバノンホー
ム」と名付けられたという。
　今回の塗装では、１階の門扉および厨房奥の和

室、２階のトイレ間仕切り、木製ドア、非常階段ド
ア（内外面）、非常階段手摺、ベランダ手摺を塗装
した。
　塗装箇所と使用した塗料、塗料メーカーは次の
通り。
　１階：門扉（鉄部）＝トウペニューウレタンＴー１

（トウペ）／厨房奥の和室（クロス）＝ＤＮＴノボク
リーン（大日本塗料）
　２階：男子トイレ間仕切り（ボード）＝ＮＰファイ
ンウレタン（日本ペイント）／木製ドア枠（木）＝Ｎ
Ｐファインウレタン（日本ペイント）／非常階段ド
ア枠外（鉄部）＝トウペニューウレタンＴー１（トウ
ペ）／ベランダ手摺下塗り（鉄部）＝ＤＮＴワンツ
ーエポ＋（大日本塗料）／同上塗（鉄部）＝Ｒダイ
ナロック（ロックペイント）／非常階段ドア枠内（鉄
部）＝エスケーエアフレッシュ（エスケー化研）／
非常階段手摺（鉄部）＝トウペニューウレタンＴー
１（トウペ）
　刷毛、シート、塗装関連用品は好川産業、大塚
刷毛製造が提供し協力した。

　日本塗装工
業会埼玉県支
部（西浦建貴
支 部 長）は11
月16日、17日の
２日間、さいた
ま市桜区大久
保の児童養護
施設「カルテ
ット」でボラン

ティア塗装を行った。
　日本塗装工業会は例年、11月16日を「いい色塗
装の日」として全国でさまざまな活動を行ってい
る。同支部ではその活動の一環として、ボランテ
ィア活動を継続して行っており、今年で43回目を
数えた。
　同活動には会員30社、支部長、担当役員３人と
事務局が参加、山下塗装が幹事を務めた。

　なお、協賛は日本ペイントおよび大塚刷毛製造
埼玉支店、協力店は富田商店であった。
　初日の冒頭、同施設の野口浩施設長が「『いいい
ろ塗装の日』にボランティア実施施設に選んでい
ただき大変ありがたく思っている。この施設は建
てられてから20年目を迎える。子供たちも学校か
ら帰ってきて、皆さんが塗装するところを見させ
ていただく。児童ともども心より感謝している」と
あいさつ。
　その後、同支部の山中重則副支部長が「今日は
天気が良いが、明日は雨になりそうなので皆で頑
張って外部を先に終わらせよう。子供たちが帰っ
てきたら格好良い塗装の姿を見せて将来塗装に興
味を持ってもらえるようになれば良いと思う」と
述べた。
　なお今回の塗装箇所は、管理棟と児童棟（２棟）
で、室内の食堂と脱衣場に加え、入口庇の天井部
５箇所を含む外部塗装を行った。


